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l　☆平成5年度の学校教育　　　　　　｛

ー
主
な
記
事
～
ー
ー

　一新たな学校（園）の発足にあたって一

☆伝統をふまえた新しい学校づくり

　一子ども一人一人が充実した生活を一

☆家庭教育学級　受講生募集

☆メレーズ軽井沢のご案内

し＿＿＿＿，、。＿＿＿＿＿＿＿＿。＿＿＿“Cj－－」

親の手をしっかりにぎって入場　（和泉幼）

　新たな幼稚園が誕生し、初めて

の入園式が挙行されました。

　在園児は、昨年度〔‡〕の交流で心

が通じ合い、力を合わせて歓迎の

意を表わしました。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。
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新
た
な
学
校
（
園
）
の
発
足
に
あ
た
っ
て

教
育

委
員
長
栗
F
岩
英
雄
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，
千
代
田
区
立
幼
稚
園
・
小
学
校
は
　
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
四

　

代
に
わ
た
り
幼
児
・
児
童
を
育
て
続
け
　
教
育
水
準
の
高
さ
と
長
い
伝
統

　
べ
を
誇
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
か
、
四
月
一
日
よ
り
二
十
一
世
紀
の
教
育
を
見

”

友通
し
た
「
新
た
な
幼
稚
園
　
小
学
校
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
l
’
そ
の
発
足
に
あ
た
り
ま
し
て
は
へ
届
様
方
の
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

ぎ
ご
協
力
三
男
い
た
だ
き
琶
た
こ
と
是
し
惇
く
お
礼
申
し

　
’
上
け
ま
す
。
へ

　
　’t

今
日
の
学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
．
社
会
の
変
化
に

　
　
主
体
的
に
対
応
し
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
資
質
や
能
力

　
　
を
育
成
す
る
新
し
い
学
力
観
　
評
価
観
に
基
つ
く
教
育
で
あ
り
ま
す
。
こ

　
　
の
た
び
の
新
た
な
学
被
（
園
）
の
出
発
は
　
新
教
育
課
程
の
推
進
に
と
っ
て

　
　
誠
に
意
義
の
一
木
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
新
し
い
環
境
の
も
と
で
、

　
　
子
ど
も
た
ち
ガ
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
認
め
●
い
　
磨
き
含
い
　
高
め
合
う

　
　
こ
と
を
通
し
て
　
よ
り
よ
い
人
間
形
成
ガ
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

　
　
あ
り
ま
す

　
　
　
新
た
な
幼
稚
園
・
小
学
校
、
並
び
に
中
学
校
が
、
保
護
者
や
地
域
の
方

　
　
々
の
・
刀
強
い
ご
支
援
の
も
と
、
全
教
職
員
の
占
致
協
力
に
よ
っ
て
　
首
都

　
　
東
亨
を
代
表
す
る
質
の
高
い
教
育
を
目
指
し
　
こ
れ
ま
て
の
教
育
実
践
や

　
　
地
域
の
特
性
を
生
力
し
、
心
豊
力
て
国
際
感
覚
に
あ
3
れ
る
幼
児
・
児
童

　
　
　
生
徒
を
育
成
す
る
と
と
も
に
　
子
と
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に

　
　
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
祈
含
し
て
お
り
ま
す

　
本
年
度
、
区
立
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
は
、
ひ
と
つ
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
幼
稚
園
・
小
学
校
は
新
た
な
八
校
（
園
）

と
し
て
発
足
し
、
中
学
校
で
は
新
し
い
学

習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
六
日
、
小
・
中
学
校
の
始
業
式
・

入
学
式

が
行

わ
れ
、
九
日
に
は
幼
稚
園
が

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　
入
学
（
園
）
式
の
時
点
に
お
け
る
区
立
学

校
の
学
級
数
、
在
籍
者
数
は
左
の
表
の
通

り
で
す
。
入
園
、
入
学
者
数
を
昨
年
度
と

比
較
し
ま
す
と
、
三
歳
児
は
五
〇
名
減
、

　

在

狛

　
現
現

　
　
日
日
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月
月

　

4
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数
成

働

者
平
　
　
　
　
　
　
　
減
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確
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平成5年度学級

区　分 学級数
新入生数1前年度比 在籍者緻揃年度比

幼稚園 　　／35　．
1311△50　　： 　　：

507　1△　58　　：

小学校 ll2 昧・田 il；；｝△166

中学校 63 吊1△1門 i㌘1｝・担

（）内は特殊学級　外数

小学校別学級数・在

小
学
校
一
年
生
は
八
七
名
減
、
中
学
校
一

年
生
は
↓
七
九
名
減
で
す
。
区
内
の
学
校

（園
）
の
在
籍
者
全
体
で
は
、
幼
稚
園
児
は

五
八
名
減
、
小
学
校
児
童
は
一
六
六
名
減
、

中
学
校
生
徒
は
四
三
九
名
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
小
学
校
は
適
正
配
置
の
実
施

に

よ
っ
て
、
一
ク
ラ
ス
十
数
人
と
い
う
小

規
模

ク
ラ
ス
は
な
く
な
り
、
大
部
分
の
学

校

で
、
一
学
年
が
複
数
学
級
と
な
り
ま
し

た
。
子
供
達
が
、
多
様
な
人
間
関
係
の
中

で
切
磋
琢
磨

し
、
自
己
の
人
間
形
成
を
図

る
教
育
環
境
が
い
っ
そ
う
整
備
さ
れ
ま
し

た
。　
中
学
校
で
は
、
各
教
科
等
の
目
標
や
内

容
の
改
訂
、
選
択
教
科
の
拡
大
な
ど
に
よ

っ

て
、
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で

き
る
能
力
・
態
度
の
育
成
、
個
性
を
生
か

す
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

学校名 学級数 児童数

千代田麹町 19 673

千代田九段 12 341

千代田番町
20
（4）

697
（15）

千代田富士見 12 325

お茶の水 18 611

千　代　田
7
（
1
）

200
（4）

昌　　　　平 12 293

和　　　　泉 12 367

外数（）内は特殊学級
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教

育
予
算

　
三
月
の
区
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た

平
成

五
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、

教
育
予
算
は

　
　
　
　
総
額
　
七
一
億
四
一
〇
万
円

区
歳
出
合
計
の
約
1
七
％
で
、
前
年
度
比

は

約
七
％
増
で
す
。

　
こ
の
教
育
予
算
の
う
ち
、
子
ど
も
た
ち

の

学
習
に
関
係
の
あ
る
主
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

★

自
然
体
験
交
流
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
六
六
一
万
円

　
嬬
恋
村
に
お
け
る
小
学
校
五
年
生
r
の
自

然
体
験

と
学
校
間
交
流
を
行
い
ま
す
。
今

年
か

ら
全
て
の
小
学
校
で
春
と
秋
の
二
回

実
施
さ
れ
ま
す
。

★
複
合
施
設
建
設

　
　
　
　
　

八
億

六
、
八
六
八
万
円

　
神
田
司
町
二
丁
目
・
外
神
田
三
丁
目
．

平
河
町
二
丁
目
複
合
施
設
の
建
設
に
か
か

わ
る
基
本
設
計
、
解
体
工
事
等
で
す
。

★

n
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
に
よ
る
教
育
推
進

　
　
　
　
　
　
　

五
、
　
O
O
九
万
円

　
中
学
生
用
ソ
フ
ト
を
充
実
し
ま
す
。

★
施
設
改
修

　
　
　
　
　

六
億

六
、
六
二
八
万
円

　
小
’
中
学
校
や
校
外
施
設
の
安
全
確
保

の
た

め

の
改
修
、
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

★

備

品
整
備
　
　
　
九
、
三
三
六
万
円

　

日
々
の
学
習
活
動
を
一
層
充
実
す
る
た

め
に

必
要
な
備
品
を
購
入
し
ま
す
。

★
海
外
交

流
教
育
、
国
際
理
解
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
八
六
五
万
円

　
中
学
校
の
海
外
交
流
、
小
学
校
の
在
日

外
国
人
学
校
と
の
交
流
を
実
施
し
た
り
、

各
校
の
国
際
理
解
教
育
に
関
す
る
資
料
の

充
実
を
図
っ
た
り
し
ま
す
。

教

育

委
員
紹
介

　
三
月
二
十
日
付
で
、
教
育
委
員
会
は
次

の

よ
う
な
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　　教
栗育
山奢
石曇

英

雄

　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
長
職
務
代
理

　
　
　
　
　

　
　
藤
井
　
康
男

籔
㊨
教
樋
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校づ
校生活

学
学
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し
杜
新たえ
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ま
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一 人

を
も
　
　

ど

統
子
伝

　
　
　

A

　
　
　
　
曾

k
魂
　
目

千
代

田
麹
町
謬
難

　
　

荻

原

　
武
雄

　
教
育
目
標
で
目
指
す
子
供
像
は
、

　
小
学
校
が
「
明
る
く
元
気
な
子
、
よ
く
考
え
る
子
、

思

い

や

り
の
あ
る
子
、
進
ん
で
は
た
ら
く
子
」

　
幼

稚
園
が
「
仲
よ
く
遊
ぶ
子
、
た
く
ま
し
い
子
’

考
え
る
子
」
　
で
す
。

　

そ
し
て
、
「
新
し
い
千
代
田
麹
町
小
学
校
（
幼
稚

園
）
を
つ
く
る
主
役
は
子
供
で
あ
る
」
こ
と
を
中
心

に
、
全
職
員
、
保
護
者
そ
し
て
地
域
の
方
々
が
、
心

と
力
を
合
わ
せ
て
、
一
歩
一
歩
確
か
な
歩
み
を
進
め

て

い

け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
小
学
校
長

千
代

田
九
段
幼
稚
園
長

渡

邊
　
信
夫

　
千
代

田
九
段
小
学
校
の
目
指
す
児
童
像

o
心
も
体
も
た
く
ま
し
い
子
　
○
進
ん
で
学
ぶ
子

o
仲

よ
く
助
け
合
う
子

　

こ
の
児
童
像
に
向
け
て
、
「
よ
く
考
え
、
心
豊
か

な
児
童
を
育
て
る
学
習
活
動
の
工
夫
」
の
研
究
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
千
代
田
九
段
幼
稚
園
の
目
指
す
幼
児
像

o
た
く
ま
し
い
子
　
o
思
い
や
り
の
あ
る
子

o
よ
く
考
え
る
子
　
こ
の
幼
児
像
に
向
け
て
、
「
主
体

的
に
生
活
す
る
幼
児
」
を
育
て
ま
す
。

お
茶
の
水
小
学
校
長

　
　
　
　
　
幼
稚
園
長

丸

山

　
信
男

　
休
み

時

間
に
は
、
校
庭
に
六
百
人
強
の
子
供
の
歓

声
が
ま
さ
に
「
こ
だ
ま
」
し
ま
す
。
生
き
生
き
と
動

き
ま
わ
る
子
供
の
姿
に
、
新
た
な
学
校
の
息
吹
を
覚

え
る
毎
日
で
す
o

　
よ
く
考
え
る
子
供
・
思
い
や
り
の
あ
る
子
供
・
健

康
な
子
供
を
目
指
し
て
の
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
幼
稚
園
の
園
舎
は
、
新
装
な
っ
た
独
立
園
並
の
も

の

で
、
空
間
的
に
ゆ
と
り
を
覚
え
ま
す
。

　

よ
く
考
え
や
り
ぬ
V
子
・
仲
良
く
遊
べ
る
子
・
明

る
く
元
気
な
子
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
　
　
　

　　　　　A
千
代
田
幼
稚
園
長

　
新

生
、
千
代
田
幼
稚
園
・
千
代
田
小
学
校
に
学
ぶ

の

は
、
輝
か
し
い
伝
統
を
有
す
る
千
桜
・
神
田
幼
小

か

ら
来
た
子
供
た
ち
で
す
。
こ
れ
ま
で
両
校
・
両
園

は
教
育
活
動
の
中
心
に
子
供
を
据
え
、
個
々
の
子
供

を
伸
ば
す
教
育
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
私
達

は
、
こ
の
よ
う
な
美
し
い
伝
統
と
優
れ
た
実

践
を
継
承
し
、
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
、
「
友
達
い
っ

ぱ

い
、
夢
い
っ
ぱ
い
」
の
学
び
舎
を
築
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
力
強
く
「
世
界
に
翔
く
千
代
田
の
子
」

の
育
成
に
全
教
職
員
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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9
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逗
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荻
ぺ
～

千
代

田
番
町
小
学
校
長

　
　

幼
稚
園
長

新

見

　
謙
太

　
新
た
に
発
足
し
た
本
校
（
園
）
の
教
育
は
、
こ
れ
ま

で

そ
れ
ぞ
れ
に
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
・
特
色
・
実
績

を
大
切
に
継
承
し
、
次
の
三
点
に
重
点
を
置
い
て
進

め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

o
諸
活
動
の
中
で
、
子
供
一
人
1
人
の
良
さ
や
可
能

　
性
を
生
か
し
、
個
性
・
特
性
を
大
切
に
す
る
。

○

国
際
理
解
教
育
の
充
実
を
図
り
、
国
際
的
視
野
を

　
も
ち
異
文
化
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
。

O
「
や
さ
し
い
子
・
元
気
な
子
・
考
え
る
子
」
を
、

　
目
指
す
子
供
像
に
掲
げ
、
人
間
性
の
基
礎
を
培
う
。

曾
ゆ

千
代
田

富
士
見
小
学
校
長

　
　
　
　
　

幼
稚
園

長

小

川
　
完
二

　
二

十
↓
世
紀
の
国
際
化
の
進
ん
だ
社
会
で
、
人
類

の
平
和

と
幸
福
の
た
め
に
、
世
界
の
人
々
と
手
を
携

え
て
活
動
で
き
る
人
間
と
し
て
の
基
礎
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
幼
・
小
の
九
ヵ
年
の
学

校
生
活
を
通
し
て
、
「
仲
良
く
助
け
合
う
子
」
「
優
し

い

子
」
　
「
明
る
く
元
気
な
子
」
を
育
て
る
た
め
の
教

育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
特
に
’
外
国
の
人
々
と
の

交
流
・
親
善
活
動
の
機
会
を
多
く
も
ち
、
　
”
小
さ
な

外
交
官
”
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
国
際
人
と
し
て

の

基
礎
的

な
資
質
や
能
力
を
養
い
ま
す
。　

小
学
校
長

平　

幼

稚
園
長

石

黒

健

　
す
べ
て
の
子
ど
も
が
新
し
い
環
境
に
な
じ
み
、
自

分
の

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
学
校
・
幼
稚

園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
も
友
達
と
仲
良
く
楽
し
く
過
ご
せ
た
と
満
足

し
て
家
に
帰
り
、
明
日
も
早
く
行
っ
て
友
達
や
先
生

に

会
い
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
や
幼
稚
園
に
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

子

ど
も
中
心
の
教
育
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
き
な
夢
と
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
昌
平
小
学
校
・

幼

稚
園
の
教
育
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

＜iレ

和

　

小
学
校
長

泉　

幼
稚
園
長

福

田

　
睦
男

　
本

校
・
本
園
は
、
佐
久
間
と
今
川
の
輝
か
し
い
伝

統

と
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
新

た
な
学
校
・
園
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
両
校
・
両
園
は
、
様
々
な
交
流
活
動
を

続

け
、
友
情
と
信
頼
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
度

は
、
そ
の
友
情
と
信
頼
の
絆
を
強
め
る
と

と
も
に
、
生
き
て
は
た
ら
く
学
力
を
培
い
、
和
泉
小

学
校
・
幼
稚
園
の
創
造
を
目
指
し
ま
す
。
特
に
、
子

供
が
自
ら
問
題
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
自
分
の
力
で

解
決
す
る
意
欲
や
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

湾編糠騨職
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の

言
葉
が
素
晴

び
か

け
で
全
員

し
、
歌
も
上
手

一
緒
に

な
っ
て

　
　
　
練
習
す
る
機
会
な
ど
無
か
っ
た
で

し
ょ
う
に
。
」
小
学
校
の
入
学
式
に
お
い

で
に

な
っ
た
来
賓
の
方
の
感
想
で
す
。

　
平
成
五
年
四
月
一
日
、
新
た
な
る
小
学

校
八

校
、
幼
稚
園
八
園
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
公
共
施
設
適
正
配
置
構

想
に

基
づ
く
区
立
学
校
の
新
生
は
、
ま
だ

そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
千
代

田
区
の
輝
か
し
い
伝
統
と
歴
史
を
引
き
継

ぎ
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
新

し
い
教
育
の
創
造
に
向
け
て
努
力
を
傾
注

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
い
新
た
な
発
足
に
向
け
て
は
、
地
域

の
設
立
協
議
会
、
学
校
で
の
整
備
推
進
委

員
会
等
、
様
々
な
組
織
的
活
動
に
よ
っ
て

準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
昨

年
度
、
関
係
校
同
士
の
多
様
な
交
流
活
動

が
実
践
さ
れ
、
子
供
達
は
名
前
を
覚
え
た

り
、
親
し
く
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
友
情

と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
基
盤
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に

相
手
を
認
め
尊
重
し
合
い
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
築
い
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

ほ
ん

と
う
の
豊
か
さ
と
は

〈家
庭
教
育
学
級
・
受
講
生
募
集
〉

一

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
互
い
に
「
愛

し
て
る
よ
」
と
最
近
言
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。
　
「
恋
人
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
」
、

「

子

ど
も
だ
け
が
私
の
生
き
が
い
」
…
そ

ん

な
声
が
多
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、
家

族

は
1
つ
の
チ
ー
ム
で
す
．
チ
ー
ム
の
リ

ー
ダ
ー
が
冷
め
た
気
分
で
い
た
ら
、
い
い

チ
ー
ム
づ
く
り
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
り
が
ん

　
子
ど
も
は
、
　
”
千
里
眼
”
と
”
地
獄
耳
”

の

持
ち
主
で
す
。
　
「
家
庭
」
と
い
う
大
き

な
庭
の
中
で
男
女
観
、
思
い
や
り
’
勇
気

　
　
　
は
ぐ
く

な
ど
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　
勉
強

は
学
習
塾
ま
か
せ
、
フ
ァ
ミ
コ
ン

を
し
て
い
る
時
が
一
番
楽
し
い
…
な
ど
、

物

が
人

の

し
あ
わ
せ
を
作
り
だ
す
よ
う
な

幻
想
で
社
会
全
体
が
包
ま
れ
が
ち
な
今
、

r
ほ
ん

と
う
の
豊
か
さ
L
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
と
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

幼
児
コ

ー
ス
に
は
託
児
室
を
設
け
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方

は
、
申
込
時
に
連
絡
を
／

時
間
　
午
前

9
時
3
0
分
“
1
時
3
0
分

会
場
　
九
段
社
会
教
育
会
館

　
　

（地
下
鉄
九
段
下
駅
6
番
出
口
前
）

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
生
涯
学
習
振
興
課

　
　

麿

（
3
2
3
4
）
2
　
O
O
4
1 　

一
方
、
残
念
な
が
ら
諸
事
情
で
交
流
が

で

き
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て
は
、
子
供

の
順
応
性
を
信
じ
つ
つ
も
、
や
は
り
気
に

か

か

っ

て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る

学
校
で

は
事
前
の
説
明
会
で
「
入
学
式
の

準
備
は
、
新
た
な
る
学
校
の
六
年
生
全
員

で

行
う
こ
と
が
大
事
だ
」
と
い
う
親
の
提

ー
…
p
川
T
l
●

新しい環境と子ども

g

弘

長
育
澤

教

井
主
ソ
＄

一膨多

案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
六
年
生

に

対
す
る
校
長
の
呼
び
掛
け
に
つ
な
が
っ

て
、
子
供
達
の
人
間
関
係
を
形
成
す
る
上

で
、
大
事
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
す
こ
と
な

V
、
正
対
し
て
い
v
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新

た
な
学
校
の
出
発
を
迎
え
子
供
達
は
、

r
明
日
か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
で
一
緒
に
勉
強

し
た
り
協
力
し
た
り
で
き
る
か
ど
う
か
、

正
直
に
い
っ
て
不
安
で
し
た
。
」

「

私
は

四

月
六
日
が
と
て
も
楽
し
み
で
し

た
。
そ
れ
は
六
年
生
に
な
る
と
い
う
こ
と

と
ク
ラ
ス
の
人
数
が
増
え
る
か
ら
で
す
。
」

　
不
安
や
寂
し
さ
、
そ
し
て
期
待
を
も
っ

て

ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
十
日
後
に
は

「

僕
達
は
今
ま
で
の
友
達
と
同
じ
よ
う
に

走

り
回
り
、
完
全
に
仲
良
し
に
な
れ
た
。
」

「

最
高
学
年
の
私
達
で
、
新
し
い
校
歌
や

校
章
を
作
り
た
い
と
夢
を
持
ち
ま
し
た
。
」

r
1
1
つ
の
学
校
が
力
を
合
わ
せ
て
、
ほ
か

の

学
校
が
ま
ね
の
で
き
な
い
小
学
校
に
し

て

い

き
た
い
で
す
。
L

と
い
う
よ
う
に
表
明
し
て
い
ま
す
。

　
新

た
な
る
環
境
の
下
で
、
積
極
的
に
取

り
組
み
、
そ
れ
を
自
ら
の
人
間
形
成
に
生

か

そ
う
と
い
う
子
供
達
の
姿
勢
が
う
か
が

え
ま
す
。
私
達
大
人
は
、
子
供
達
の
や
る

気

を
大
切
に
し
、
諸
条
件
を
整
え
、
活
動

を
援
助
し
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
肝
要
だ
と
思

い

ざ
わ
　

昭

和
6
3
年

幼児コース9：30～11：30 小学生コース9：30～11：30 中学生コース9：30～11：30

1 5月25日㈹《幼・小・中合同〉※この日のみ、lo時～12時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・㊤

り
’
　
　
　
　
　
　
0
0

6月1日脚
　子どもにもらった

　愉快な時間

6月8日Oり
遊びとおもちゃ

　なぞなぞ工房主宰

　杉山　亮氏

6月3日㈱生と性

6月10日㈱
　やる気、本気

　根気、思いやり
遊学塾塾長

　恩田大進氏

5月29日（ガ
今、忙しい中学生たちは

6月5日出
子離れ、親離れ

文教大学教授

　佐藤啓子氏

4 6月15日㈹
家庭教育に思う

元・麹町小学校長

　黒部光雄氏

6月17日㈱
家族は一つの

　チームです

神奈川大学講師

　久田邦明氏

6月11日働
　ツッパリ盛りの
　　子どもたち

所沢市教育委員会
　スクールソシアルワーカー

　山下英三郎氏

区

立
図
書
鯵
の
・

　

こ
の
た
び
、
千
代
田
図
書
館
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に

よ
り
、
三
か
所
の
区
立
図
書
館
（
千

代

田
図
書
館
、
四
番
町
図
書
館
、
ち
よ

だ
パ
ー
ク
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
区
民
図
書
室
）

が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
、
大
変
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

①
貸
出
券
が
全
館
共
通
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

こ
れ
に
よ
り
一
か
所
で
登
録
す
れ

　
ば
、
区
立
の
ど
の
図
書
館
で
も
貸
出

　
や

返
却
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

㊧
自
分
で
資
料
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

　
　
利

用
者
が
自
分
で
気
軽
に
資
料
を

　
探
せ

る
よ
う
に
、
各
館
に
資
料
検
索

　

用
の
端
末
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
区

　
立
の

図
書
館
に
あ
る
資
料
な
ら
、
ど

　

の

図
書
館
か
ら
で
も
、
端
末
機
を
操

　
作
す

る
こ
と
に
よ
り
、
す
ば
や
く
簡

　
単
に

探
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用

　

し
た
い
資
料
が
区
立
の
他
の
図
書
館

　

に

あ
る
場
合
に
は
、
予
約
す
れ
ば
、

　

予
約

し
た
図
書
館
ま
で
お
届
け
し
、

　
貸

出
を
受
け
た
り
、
閲
覧
し
た
り
で

　

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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　r軽井沢少年自然の家』の第2期施設『メ

レーズ軽井沢』が、去る4月27日にオープン

しました。

別荘風のコテージ4棟と、吹き抜けのラウ

ンジがE口象的なパブリック棟からなるこの施

設、室内には木のぬくもりがあふれています。

　軽井沢の四季折々の美しい自然の中で、テ

ニス、ゴ1レフ＼スキー、スケートなどのスポ

ー
ツ、あるいはハイキングや自然観察など思

いのまま。施設内にはグループ向けの研修室

も用意されています。

　ご家族で、気のあったグループで、ぜひご

利用ください。

　　　　　　　　馨含∵だぺ饗鑓1≡

　　　　　　　　　　　　　ヂ警　　9．’ジ冷i

さ工一三盛・㌘・婁き

　　　　　　　一　　　　　　　　　、　　　W

　自然の中にひっそりとたたずむコテージ棟

☆申し込み方法☆

　利用したい月の2か月前の1～8Eヨの間に、専

用のハがキで申し込んでください。（ハガキは、

区役所地域振興課、各出張所、ちよだパークサイ

ドプラザにおいてあります。）ハがキによる当選

者受付ののち、空室があれば22日より電話または

地域振興課窓□で予約を受け付けます。

〈8月分の申し込みは、6月1日から＞

　8月分の利用につきましては、6月1Eヨ～8Eヨ

（必着）にハガキを受け付け、6月22日から空室

の受け付けをします。7月分の利用につきまして

は、5月24日から空室の受け付けをします。

　問合せ先　地域振興課保養施設係（区役所3階）

　　　　　　　　　　ft（3264）0151　　内2316～8

メレーズ軽井沢利用料金

ジ

プ
割

一

イ
7

テ

タ
員

コ

B
促

ジ

プ

割

一

イ
8

テ

タ
員

コ

A
促

－
分

　
区
　
用
　
使

｜室料（1泊） 10，000円 9．000円

パプリック棟パプリック棟1

宿泊室　宿泊室
Aタイプ　　Bタイプ
（定員5名）　（定員4名）

｜宿泊料

食　事　代

休　憩　料

5．000円　　4、000円

（1泊1人あたり）　中学生以下950円、その他1．900円

2食（朝・タ食）　1，800円

（1人1回あたり）　中学生以下100円、その他200円

木のぬくもりがあふれるコテージ棟のリビング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
教
育
広
報

「

か
け
は

し
」
第
九
号

平
成
5
年
5
月
7
1
［
ロ
発
行

編
集
発
行
／
干
代
田
区
教
育
委
員
会

〒
他
　
干
代
田
区
九
段
南
1
－
6
－
F

告
（
3
2
6
O
x
t
）
O
t
r
5
r
内
3
1
1
4

1泊あたりの利用料金は
　　　　　　「室料＋（宿泊料＋食事代）×人数」で計算します。

　
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
過
ぎ
る
と
、

幼
児

の
遊

び

が
一
層
活
発
に
な
り
、
児
童

．
生
徒
の
学
習
も
ピ
ッ
チ
が
上
が
っ
て
き

　
す
。

　
第
九
号
は
、
平
成
五
年
度
の
学
校
教
育

の

概
要
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
記

事
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
改
訂
さ
れ
た
中

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
第
十

号

で
も
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。

　
「
か
け
は
し
」
に
N
ノ
い
〔
、
の
ご
意
見
・

ご

悠
想
・
ご
．
要
望
を
お
市
奇
せ
く
だ
評
、
＼
い

編
集
後
記
．

○家族5人（両親、中学生1人、小学生2人）

　で、コテージAタイブを利用した場合

　の料金は？
　　＊室料　　　10，000円・・…④
　　　（コテージAタイブの場合、定員以内なら

　　　ば、何名で利用しても室料］0，000円です）

　　＊宿泊料
　　　（大　　　人）＠1，900円x2名二3，800円

　　　（中学生以下）＠・950円×3名＝2，850ng

　　　　　　　小計　6，650円……②

　　＊食事代
　　　＠1，800円×5名＝9，000円……◎

この家族の場合、1泊あたりの5名分
の利用料金は、④～③の合計
GO，OOO円＋6，650円＋9，000円二25，650円

となります。
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